
信州アーツカウンシル
2023 交流会

アートを身近に 暮らしをゆたかに 様々な人が文化を創り 支え合う



① 活動基盤強化プログラム 【助成事業】

② 連携・協働プログラム
③ 社会包摂(インクルーシブ) プログラム
④ 地域創造・交流プログラム

信州・⻑野県の⾃然豊かな⾵⼟や歴史⽂化、
学びを⼤切にする精神などから育まれる、
多様な地域⽂化や⽂化芸術の創造性を、持続的に発展させる 

◉ ⽂化芸術活動の担い⼿を⽀援する
◉ 信州の多様な⽂化芸術を、多様な主体が⽀える

地域の⽂化芸術活動の担い⼿の⽀援
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沿⾰（⻑野県の⽂化施策の流れ）

信州アーツカウンシル（2022）

第2次⻑野県⽂化芸術振興計画（2023〜2027）

⻑野県総合5か年計画『しあわせ信州創造プラン3.0』
第4次⻑野県教育振興基本計画
にも“信州アーツカウンシル”の記載

⽂化振興元年（2015）
⻑野県⽂化振興基⾦
⻑野県芸術監督団事業（2016〜2021）

⻑野県⽂化芸術振興計画（2018〜2022）

2回

36回
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信州アーツカウンシル、1年の時間

信州アーツカウンシル
キックオフイベント
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2022

2023
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助成事業
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信州アーツカウンシル
2023交流会

6/10

助成公募〜審査 活動開始 ヒアリング 事業⽴会い 中間報告

相談会

助成公募〜審査

相談会
事業終了

活動開始 ヒアリング

銀座
NAGANO
イベント

銀座
NAGANO
イベント

相談会

助成事業

気候変動
信⼤連携

フォーラム
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・連携、協働、共創のパートナーとなる担い⼿の蓄積
・県内10地域のすべてに協働／⽀援相⼿が存在
・市町村や県部局との共催／協⼒関係構築も進展

信州アーツカウンシル、1年の成果

関係した団体
197団体

様々な
活動テーマ

・分野横断＝福祉、教育、まちづくり、気候変動等
・伝承⽂化の継承・復活、地域コミュニティとの関わり
・ダイバーシティ推進や、共創に関わる取組

申請・相談・
問い合わせ
増加

・助成応募件数増(65→93件)、相談対応の増加
・報道、議会等での取上げが少ない割に浸透している
・⽂化庁はじめ、県外関係機関からの関⼼が集まっている



① 活動基盤強化プログラム

種類 想定する活動・⽀援 上限額・助成率 選定団体数

A

活動推進⽀援
プログラム 

・地域における⽂化芸術活動の定着や
新たな実施

・収益性に馴染まないが他分野への波
及が期待できる活動の⽴上げ⽀援
…など 

500,000 円

10/10 以内 
R4：14団体
R5：27団体

B

活動基盤強化
プログラム 

・他分野や県内他地域に展開し県内で
の新たな活⼒創出に取り組むもの 

・定着や⾃⾛の可能性がある活動を寄
り添い型で⽀援…など 

3,000,000 円
 

1/2以内 
(⼀般管理費
15%以内)

R4：7団体
R5：10団体

アーツカウンシル助成事業
⽂化芸術活動の創造性を⽣かす環境づくり⽀援プログラム

R5は、37団体への⽀援R4は、21団体への⽀援



令和4,５年度⽀援事例の特徴

⼦どもを
対象とした取組

障がいのある⽅
と関わる取組

⾼齢者と
関わる取組

⽂化芸術の場
アート拠点づくり

伝統⽂化や⽂化財
の保存・継承に
関わる取組

地域連携
分野を越えた
コラボレーション

アートに
従事する⼈材の
育成に繋がる取組

環境持続可能性の
課題に関わる
取組
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R5：⽂化庁委託事業へ発展



資⾦的⽀援

資⾦以外の
⽀援

寄り添い型
⽀援

担い⼿の活動地域に
赴いて、ヒアリング

活動への伴⾛
随時の相談

・活動環境をリサーチ
・信頼関係の構築

担い⼿にとっての課題を知る

⽀援者や新たな担い⼿との出逢い

新たな課題の発⾒

イベント等の開催
⽴会い
振り返り

経験の共有 ＝応援

新たな可能性の提⽰
より良い活動⽅法の提案

相談しやすい関係性
「応援」の姿勢

⽀援⽅法の発⾒・改善

2年⽬の事業計画
レベルアップ

精算⼿続き スキルアップを後押し

応援されている実感
活動への⾃信・責任感

他の資⾦や委託事業を
受けられる団体へ

助成事業での「寄り添い型⽀援」

担い⼿の運営⼒向上を⾒守る 課題に共に取り組みながら、新たな⽀援⽅法・リソースを探究



p.30

p.31



p.36

県 信州暮らし推進課との共催
令和5年 5⽉14⽇(⽇)にも銀座NAGANOで

「アート×移住・関係⼈⼝」のイベントを開催



NAGANO ORGANIC AIR

ホスト

地域

アーティスト

↑↓信州
Arts Council ↖

↙
マッチング

⽀援

・主に国内アーティスト(⼀部公募)
・各地域の「ホスト」が受⼊
・複数回に分けて20⽇ほど滞在
・地域交流企画を実施
・成果発表はしなくてもよい
・旅費滞在費、制作サポート費地域での活動を

コーディネート

アーティストとローカルな営みの
「刺激的な出逢い」にフォーカス

全県域でのAIRの環境づくり

⾃然、伝統⽂化、暮らし⽅、地域特性

関⼼、コンセプト

地域での⽂化芸術の担い⼿として
ホストの活動を後押し



令和５年度事業（概要）

１ 活動基盤強化プログラム

２ 連携・協働プログラム

３ 社会包摂(インクルーシブ)
プログラム

４ 地域創造・交流プログラム

５ CULTURE.NAGANO運営

６ アーツカウンシルの認知度
向上の取組

助成総額 3,500万円（R4：2,000万円）= 助成継続＋新規事業の37件 寄り添い型⽀援

・脱炭素・循環型社会を引き寄せるアート・アクション →信州⼤学⼈⽂学部
＝「Shinshu Arts-Climate Camp」の取組み

・伝統⽂化の⽀援に向けた連携体制構築 →⼋⼗⼆⽂化財団・南信州⺠俗芸能継承推進協議会
・他地域アーツカウンシルとの連携・協働 →アーツコミッション・ヨコハマとの協働
・⽂化芸術への寄付促進 →⻑野県みらい基⾦との連携

・ザワメキサポートセンター（⻑野県社会福祉事業団）との協働
定例会議／ザワメキアート展／障がいのある⽅の作品のレンタルに関する連携の検討

・シンビズム５ → 会場：⼭ノ内町、東御市、⼩海町、伊那市⾼遠
対話型鑑賞を各館で⾏うとともに、学校でも取り組めるような環境づくりに繋げていく

・NAGANO ORGANIC AIR → ⼤⿅村＋1ヵ所主催／茅野市・安曇野市・⼤町市の取組に共催
短期滞在型研修プログラム 県内のAIRポータルサイトに移⾏していく

「CULTURE.NAGANO」県⽂化政策課と共同運営 →専⾨性を⽣かし情報収集発信、特集記事の向上

信州アーツカウンシルの情報発信基盤整備：ウェブサイト、ロゴ、パンフ、アニュアルレポート等
交流イベント等の開催：銀座NAGANOでのイベント（移住・関係⼈⼝）、年１回採択団体交流会
相談窓⼝の常設化：ウェブサイトからのオンライン相談、定例的な相談会実施と調査活動
市町村との連携：市町村⽂化事業への⽀援を通した関係強化 →R6以降の⼈材交流等の検討

⽂化庁 令和５年度 ⽂化芸術創造拠点形成事業 の補助⾦を受けています





令和５年度 連携・協働プログラム

ほかにも年間通じて様々な連携を検討

信州⼤学⼈⽂学部
(公財)⼋⼗⼆⽂化財団

南信州⺠俗芸能継承推進協議会

アーツコミッション・ヨコハマ (公財)⻑野県みらい基⾦

脱炭素・循環型社会を引き寄せるアート・アクション
Shinshu Arts-Climate Camp 伝統⽂化の⽀援に向けた連携体制の構築

他地域のアーツカウンシルとの連携・協働 ⽂化芸術への寄付促進／資⾦調達の検討



Shinshu
Arts-Climate
Camp

信州の⽂化芸術と気候会議

会議

展⽰・講演/様々な発表
信州アーツカウンシルの

環境コミットメント

報告

キャンプ

総会
4回開催

柱となるトピックの学び

SNS、ポッドキャスト、
ZINE、ドキュメントブック

随時開催
⾃主的⾃発的な活動

2023.3.1 信州AC×信⼤⼈⽂連携フォーラム

2023.7.4 第1回会議＠信州⼤学⼈⽂学部
信州発、アートとゼロカーボンの明⽇へ

2023.10.1 第2回会議＠上⽥市

第3回会議

第4回会議

2024.3 第1回総会
信州アーツカウンシルの環境コミットメント

会議

総会

キャンプ

報告
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信州アーツ・クライメート・キャンプ Shinshu Arts-Climate Camp 〈令和５年度事業 脱炭素・循環型社会を引き寄せるアートアクション〉

●案内人
金井直（信州大学人文学部 教授）
ロジャー・マクドナルド（インディペンデント・キュレーター／信州アーツカウンシルアドバイザリーボード）
●コーディネーター／事務局
信州アーツカウンシル（野村政之、伊藤羊子、佐久間圭子、藤澤智徳、小野佳奈）
信州大学（大司百花、中野多恵）

p.36



Shinshu Arts-Climate Camp は、
文化芸術の視点から気候変動や地球環境の課題を見つめ、
信州・長野県において行われている様々な取り組みを知り、取り組んでいる人に学び、
共に考え、変化していく、コモンスペースをつくっていこうというプロジェクトです。

この課題に関して何か行動している人、しようと考えている人は誰でも参加者になれます。
参加者の皆さんが開く集い、表現や学びあいの場、１つ１つが、
Shinshu Arts-Climate Campの「キャンプ」の１つ１つになります。
規模の大小は問いません。

夜空の星を繋ぎ、星座を描くように、
広い信州の其処此処で営まれる「キャンプ」の「報告」を交わしあい、
人とアイデアのネットワークをかたちづくりたいと思います。
また、そうして繋がりあう人々が問いを共有し、互いに学び深めるための
「会議」を並行して行っていきます。

どのように、環境と関わりながら、文化、芸術はあるのか、あるべきなのか。

山と川のあいだに住まい、自然と深く関わりながら日々暮らす、
信州・長野県からのアート・アクションとして、日本全国、世界との交信を図ります。

まず興味をもったら、
Shinshu Arts-Climate Campのオンライン／オフラインの場所にアクセスしてみてください。

様々な皆さんの参加、皆さんとの出会いを楽しみにしています。

Shinshu Arts-Climate Camp とは 【キャンプ】参加者が開く、アートと気候変動・地球環境に関わる集い

【報告】キャンプの開催情報や記録を、オンラインで共有

事務局からの発信
(信州AC・信⼤⼈⽂より)

情報を共有するSNS
(交流スペース／公開Facebookグループ)

それぞれの
発信や記録

【会議】信州AC・信大人文が開くオープンな学びと議論の場

【総会】１年間の取り組みを総括し、今後の指針を共有する

ArtsとClimateについて
共に考え、変化していく、コモンスペース

Shinshu Arts-Climate Camp

紙媒体、⾳声配信など



●案内人より

芸術は連綿と続いてきた人類の大事な共同遺産だと思います、コモンズです。私たちの想像力、

鑑賞力、回復力や心のケアは、深くアートと関係してきました。今、このアートのコモンズが置

かれている、地球環境のコモンズは、大きく変わっています。温暖化をはじめとする、様々な地

球のシステムの変化が起きています：生命の多様性の減少、土壌劣化、海洋酸性化など、私たち

の比較的安定した暮らしを今まで支えてきたいろんなシステムが大きく変わっています。これを

「気候危機」と呼んでもいいかもしれません。

このような状況の中、アートのコモンズは何をできるのでしょうか？破壊的なシステムに加担せ

ずに、アートは私たちの重要な見方や道具になれると思います。個人でできること、地域ででき

ること、そして芸術を愛する人たちとしてできることはたくさんあると思います。この可能性を

みなさんと一緒に考え、アクションに落としていくのが「信州アーツ・クライメート・キャン

プ」です。共同的な喜びと実践を持って、アートのリーダーシップ的役割を長野から発信してい

きたいです。
ロジャーマクドナルド

アートとはできあがった作品のことだけではありません。行為・実践として私たちの日常に浸透

し、世界との関係を更新する、あるいは、そこに新しい回路を開く、生きる技術であり、また生

きられた経験でもあります。そのかたちは既存の芸術ジャンルの枠や価値観をしばしば超え出て、

関心も社会や地球、生命、未来へと広がっていきます。アーツ・クライメート・キャンプは、そ

うしたアート本来の拡張性や媒介力を支えに、とりわけ今日的な課題である環境や生態系、気候

変動についての、私たちの意識や行動の変容を喚起する試みです。

一方、そのキャンプが築く場所と人の関係が、アートの概念自体を拡張することも大切です。環

境を問うことが、アートの生態系を問い返すことにもつながるわけです。そのようなアートと環

境をめぐる実践の循環ないし相互作用を、ここ信州でともに実現し、分かち合っていければと思

います。その一歩としての「キャンプ」。とても日常的なことでもよいはずです。むしろ日常を

開くこと、読み換えることこそがキャンプ。ぜひご一緒しましょう。

金井直
①Shinshu Arts-Climate Camp 交流スペース
参加者が⾃由に情報共有をする場。Facebookのアカウントをお持ちの⽅は皆さん登録、
投稿ができる公開グループです。
https://www.facebook.com/groups/shinshu.arts.climate.camp

②Instagram
Shinshu Arts Climate Camp の動きを、投稿やストーリーズ、Liveなどで伝えます。
事務局から広報や記録の発信を⾏います。
https://www.instagram.com/shinshu_artsclimate_camp/

③Facebookページ
Shinshu Arts Climate Camp の動きを、投稿、シェア、ストーリーズなどで伝えます。
事務局から広報や記録の発信を⾏います。
https://www.facebook.com/shinshuartsclimatecamp

④note
主にShinshu Arts Climate Campの活動の記録を蓄積していきます。
https://note.com/artsclimate_camp

※今後Podcastのプラットフォームなども準備していきます。

情報共有のSNS

https://www.facebook.com/groups/shinshu.arts.climate.camp
https://www.instagram.com/shinshu_artsclimate_camp/
https://www.facebook.com/shinshuartsclimatecamp
https://note.com/artsclimate_camp
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⻑野県
社会福祉
事業団

⺠間
⽀援団体

企業

信州⼤学
⼈⽂学部

観光協会
等

美術館
⽂化会館
⽂化団体

博物館
図書館

⻑野県
みらい
基⾦

教育機関

市町村

地域貢献・
地域への⽀援
における連携

アーツカウンシル
推進室

信州アーツカウンシル
運営主体

⽂化⾏政
⽂化事業の
連携

⽂化資源の
継承・活⽤
アーカイブ

他地域の
アーツ

カウンシル

⽂化事業・
運営における
相談⽀援

⽂化芸術を
通した学び

⽀援事業の
連携

役割分担

障がい者
芸術⽂化活動
⽀援センター

共⽣社会
への取組

多分野連携
気候変動
とアート

講義協⼒
インターン
共同研究

学び等の⽀援
資⾦調達
の連携

事業における協働

⻑野県
⻑野県
⽂化振興
事業団

⽂化観光
プロジェクト

資⾦的⽀援
(⽂化振興基⾦)

信州アーツカウンシル
連携のモデル

パ−

ト
ナ−

シ
%
プ
の
束

信 州
アーツ

カウンシル

信州の多様な⽂化を
多様な主体が⽀える

環境の醸成

⼈的⽀援
(職員派遣)

⽂
化
芸
術
団
体
・
担
い
⼿

資⾦的⽀援
寄り添い型⽀援

事業・具体的な取組
を介した

連携・協働
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健康福祉部
障がい者
⽀援課

環境部
環境政策課

産業労働部

企画振興部
広報・

共創推進課

建設部
都市・まち
づくり課

南信州
地域振興局

教育委員会
⽂化財・
⽣涯学習課

企画振興部
信州暮らし
推進課

観光部

県⺠⽂化部
県⺠の学び
⽀援課

企業との連携

アーツカウンシル
推進室

信州アーツカウンシル
運営主体

アートの⼿法
を活⽤した
学び

⽂化資源
アーカイブ
歴史館図書館

南信州
⺠俗芸能継承
推進協議会

⽂化観光
DMO
観光機構

くらしふと
信州

気候変動

ザワメキ
サポート
センター

⻑野県
みらい基⾦
寄付・共創

移住定住
銀座NAGANO

５F

⻑野県
県⺠⽂化部
⽂化政策課

公園活⽤
空き家
UDC信州

【県組織】
信州アーツカウンシル
連携のモデル

信 州
アーツカウンシル

アーツカウンシル
推進局

信州の多様な⽂化を
多様な主体が⽀える

環境の醸成

事業・具体的な
取組を介した
連携・協働

他地域のAC
（沖縄）

【例】⻑野×沖縄
交流連携協定

教育委員会
学びの改⾰
⽀援課

パ−

ト
ナ−

シ
%
プ
の
束



・始動
・助成事業 21団体
総額約2,000万円
・担い⼿の掘り起こし
・協働の試み開始

３年の視点

2022
令和４年度

2023
令和５年度

2024
令和６年度

⽂化庁 ⽂化芸術創造拠点形成事業 の補助（3年）

・芽を育む
・助成事業 37団体
総額約3,500万円
・情報発信基盤
・環境分野との協働

・成果を伝える
・助成事業 45団体？
総額4,000万円程？
・地域と⽂化拠点
・新たな資⾦・⼈材

第２次⻑野県⽂化芸術振興計画（5年）


